
 

 

 

 

新１年生「入学式」以来５７日ぶりの初登校 

 新一年生は、４月６日の「入学式」以来、初めての登校となります。真新しいランドセルを背負

い、おうちの方と手をつないで登校する姿は、なんとも微笑ましく可愛らしいです。今日の登校は

１年生のみでしたので、手の空いている２～６年担任と専科・支援員が総出で、１年担任をアシス

トしました。各回８人程度の分散登校ですので、私共も一人一人の児童に丁寧な対応をすることが

できました。登下校に関しては、入学式から日が開いてしまったことによる心配がありましたので、

保護者の送り迎えをお願いしましたが、結果的に子どもたちの安心につながり、スムーズな登下校

ができたように思います。時間の都合をつけていただいた保護者の皆様方に感謝を申し上げます。

感染防止の観点から、教室まで付き添っていただくことをご遠慮いただきましたので、各教室での

様子を写真をお見せしながらご報告します。 

 

今日も、朝からどんより曇り空、さらに気温・湿度が高いこともあって、登校を渋る子がいない

か少々心配でした。しかし、おうちの方がやさしく 

中に入るよう促してくださったので、子どもたち 

は意外と抵抗なく行動することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

初めて入る校舎ですが、先生たちの誘導で特に戸惑うことなく靴を履き替え、教室に向かうこと

ができました。お陰様で、表情に緊張はあるものの、泣き出す子はいませんでした。（一安心） 

 

 

 

 

 

 

 

健康観察をして、お手洗いに行って、教室に入りました。 

 

 

 

 

 

令和２年６月２日 Ｎｏ２ 

大田区立入新井第五小学校 

校 長  岡 野 範 嗣 

学校までは、お母さんと一緒だから安心。 

校舎内に入る様子を見守るお母さん方 

先生たちが教えてくれるから大丈夫 こっちから、靴箱のところに行きますよ 

お熱はありませんか？ 各クラス掲示板に「学校は楽 しいよ」と貼られています。 



棚にランドセルを入れるのも一苦労。提出物の出し方もよくわからない。それはあたりまえ。すべ

て初めてですから・・・先生方が、丁寧に教えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校は何をするところか教えてもらいました。そのあと、先生の紹介を聞いたり、子どもたち一

人一人が自己紹介をしたりしました。どの子も、しっかり話せたのでびっくりです。 

 

 

 

 

 

 

 前の人との間隔を保って行動するのは、なかなか大変ですが、繰り返し声掛けしながら徹底して

まいります。また、私たちも、どの場面で密集状態になるのかとてもよくわかりました。今後の改

善に生かして参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

「今度は、木曜日に来るんだよ。今日みたいに、みんな元気に来てね。さようなら。」 

おうちの人の迎えに気づくと、どの子も嬉しそうに駆け寄っていきました。 

写真入りのパネルで、毎日やることを教えました。 

「え～と、宿題はと・・・」 

「僕の力だと、なかなか入らないなあ」 

「お手洗いは、このように使いますよ。」 

わたしの名前は、〇〇です。よろしくお願い

します。みんなからあたたかい拍手 

簡単に、今日の様子をご報告。 

前の人と、間をあけてね。 

学校は勉強するところ。友達と仲良くするところ

だよ。 



今日の出席状況です。１年生児童７２名、全員無事に登校することができました。初日がこのよう

にスムーズに混乱なく終えられたのも保護者の皆様方の協力のお陰です。心から感謝申し上げま

す。 

 

校庭開放 
昨日は、雨のため中止になってしまいましたが 

今日は、午後からとても良いお天気になったので 

おおぜいの子どもたちが遊びに来ました。 

出席をとり終わるとすぐに、仲の良い友達との 

遊びが始まりました。みな、マスク着用なので 

今日のように気温が高いときは熱中症への注意 

も忘れないようにしなければなりません。 

今後も注意喚起をしながら、子どもたちの遊び 

の様子を見守りたいと思います。 

（一年生の保護者の方には、校庭開放への送り 

迎えをお願いしています。交通事故から、お子 

さんを守るためご協力いただけますと幸いです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

明日は、３・４年生の初登校日です。元気に登校してくれることを願っています。 

検温（連絡帳に体温を記入し、印鑑もしくはサインをお願いします。）とマスク着用について、保

護者の皆様方の協力をお願いします。 

 

 コロナウイルス感染者がゼロではないということを肝に銘じ、明日も教職員一同、気を緩めずに

子どもたちを導いてまいります。 

 

 


